
漢
詩
を
作
る

～
漢
文
に
親
し
ま
せ
る
た
め
に
～

I
e
　
は
じ
め
に

広
島
県
立
松
永
高
等
学
校
は
、
広
島
県
の
東
部
へ
福
山
市
の
西
側

に
位
置
す
る
。
生
徒
数
約
一
二
〇
〇
人
の
大
規
模
校
で
、
福
山
地
区

の
西
部
総
合
選
抜
(
三
校
)
　
の
う
ち
の
一
校
で
あ
る
。
第
一
希
望
で

来
る
生
徒
は
少
な
-
、
そ
の
た
め
不
本
意
入
学
で
あ
る
と
い
う
意
識

を
持
っ
た
ま
ま
三
年
間
を
過
ご
し
て
し
ま
う
生
徒
も
い
-
ら
か
見
ら

れ
る
。
進
路
状
況
は
、
約
半
数
が
大
字
・
短
大
へ
進
学
L
へ
残
り
が

専
門
学
校
へ
の
進
学
ま
た
は
就
職
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
あ
ま
り
意
欲
的
で
な
い
生
徒
も
い
る
状
況
の
中
で
'
古
典
へ
　
そ
の

中
で
も
漢
文
の
授
業
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
生
徒
に
自
主
的
な
学

習
活
動
を
さ
せ
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
い
。
進
学
を
考
え
て
い

る
生
徒
も
、
漢
文
は
受
験
に
関
係
が
無
い
か
ら
と
か
い
う
理
由
で
、

そ
の
他
の
生
徒
も
漢
文
が
わ
か
ら
な
-
て
も
生
き
て
い
け
る
か
ら
と

か
い
う
理
由
で
、
生
徒
の
気
持
ち
は
漢
文
か
ら
離
れ
て
い
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
へ
　
ど
う
し
て
も
教
師
が
一
方
的
に
説
明
し
な
が
ら
板
書
し
、

そ
れ
を
生
徒
は
機
械
的
に
写
し
て
い
る
と
い
う
'
生
徒
受
け
身
の
授

森
　
野
　
知
　
子

業
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
基
礎
的
な
力
を
つ
け
る
こ
と
は

出
来
な
い
か
と
考
え
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
試
み
た
。

2
'
授
業
の
計
画
と
実
践

-
　
対
象
　
　
高
等
学
校
二
年
三
ク
ラ
ス(
3
9
名
・
3
9
名
・
4
0
名
)

H
　
学
習
目
標

①
漢
文
の
基
本
構
造
(
語
順
)
を
理
解
す
る
。

②
返
り
点
・
送
り
が
な
の
付
け
方
に
な
れ
る
。

③
漢
詩
の
き
ま
り
を
学
習
す
る
。

④
漢
詩
の
内
容
を
理
解
し
、
口
語
訳
す
る
。

⑤
自
分
の
思
い
を
ま
と
め
て
漢
詩
と
し
て
表
現
す
る
。

m
　
学
習
過
程

第
一
時

①
漢
文
の
基
本
構
造
を
'
プ
リ
ン
ト
　
(
資
料
1
)
　
で
学
習
す
る
。

②
王
経
の
「
送
元
二
使
安
西
」
詩
を
音
読
す
る
。
(
資
料
-
)
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③
王
経
の
「
送
元
二
使
安
西
」
詩
の
漢
文
の
構
造
を
確
認
す
る
。

(
単
純
な
文
は
生
徒
に
答
え
さ
せ
'
複
雑
な
文
は
、
教
師
が

説
明
す
る
。
)

第
二
時

①
補
助
プ
リ
ン
ト
(
漢
詩
の
概
説
が
し
て
あ
る
も
の
)
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
王
経
の
「
送
元
二
使
安
西
」
詩
に
つ
い
て
、

漢
詩
の
き
ま
り
(
形
式
・
押
韻
・
1
句
の
中
の
語
の
ま
と
ま

り
・
1
首
の
構
成
語
を
学
習
プ
リ
ン
ト
　
(
資
料
2
)
　
に
書
き

込
み
な
が
ら
へ
確
認
し
て
い
-
0

②
詩
中
の
語
句
の
説
明
を
聞
き
、
学
習
プ
リ
ン
ト
に
書
き
込
む
。

そ
う
し
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
各
自
が
口
語
訳
し
た
も
の
を
提

出
す
る
。

第
三
時

①
生
徒
が
前
時
に
提
出
し
た
口
語
訳
を
添
削
し
て
返
す
。
口
語

訳
例
を
板
苦
し
へ
他
の
口
語
訳
を
紹
介
し
た
り
、
間
違
い
の

例
も
示
す
。

②
詩
の
内
容
に
つ
い
て
、
生
徒
に
質
問
し
な
が
ら
、
学
習
プ
リ

ン
-
(
資
料
3
)
　
の
【
内
容
に
つ
い
て
】
を
完
成
さ
せ
る
.

節
四
時

①
李
白
の
「
送
友
人
」
詩
を
音
読
す
る
。

②
李
白
の
「
送
友
人
」
詩
の
漢
文
の
構
造
を
確
認
す
る
。

③
李
白
の
「
送
友
人
」
詩
に
つ
い
て
へ
漢
詩
の
き
ま
り
(
形
式
・

押
韻
・
1
首
の
構
成
・
対
句
)
を
'
学
習
プ
リ
ン
ト
　
(
資
料

4
)
　
に
書
き
込
み
な
が
ら
へ
確
認
す
る
。

④
詩
中
の
語
句
の
説
明
を
聞
き
、
学
習
プ
リ
ン
ト
に
書
き
込
む
。

そ
う
し
て
'
そ
れ
を
使
っ
て
各
自
で
口
語
訳
し
た
も
の
を
提

出
す
る
。

第
五
時

①
生
徒
が
前
時
に
提
出
し
た
口
語
訳
を
添
削
し
て
返
す
。
口
語

訳
例
を
板
召
し
、
他
の
口
語
訳
を
紹
介
し
た
り
'
間
違
い
の

例
も
示
す
。

②
詩
の
内
容
に
つ
い
て
へ
生
徒
に
質
問
し
な
が
ら
、
学
習
プ
リ

ン
ト
(
資
料
5
)
　
の
【
内
容
に
つ
い
て
】
を
完
成
さ
せ
る
。

第
六
時

・
漢
文
の
基
本
構
造
を
思
い
出
し
て
'
短
い
漢
文
を
作
り
へ
提

出
す
る
。
(
今
朝
起
き
て
か
ら
現
在
ま
で
に
行
っ
た
こ
と
、
見

た
こ
と
へ
　
聞
い
た
こ
と
な
ど
。
)

第
七
時

①
生
徒
が
前
時
に
提
出
し
た
短
作
文
を
添
削
し
て
返
却
。
生
徒

は
'
語
順
・
返
り
点
・
送
り
が
な
の
間
違
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
確
認
す
る
。

②
「
卒
業
生
を
送
る
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
'
ま
ず
現
代
日
本
語

で
詩
を
作
り
、
そ
れ
を
漢
詩
に
直
す
。
(
資
料
6
)

条
件
は
次
の
よ
う
に
し
た
。

川
平
灰
・
押
韻
は
考
え
な
-
て
も
よ
い
。

f
i
五
言
絶
句
を
基
本
に
す
る
が
、
ど
う
し
て
も
ま
と
ま
ら
な

い
と
き
は
'
五
言
ま
た
は
絶
句
に
な
ら
な
-
て
も
よ
い
こ

と
に
す
る
。
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3
4
　
結
果
と
分
析

I
概
要
作
品
数
は
計
一
一
八
首
で
あ
り
、
内
訳
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

君今春

勿　向光

忘　自　降

私分注

事志来

五
言
四
句
　
(
絶
句
)

五
言
八
句
-
2
首

四
言
六
句
-
-
首

七
言
四
句
-
2
首

-
7
 
7
　
　
五
言
六
句
　
(
絶
句
)
-
3
首

四
書
四
句
-
3
首

四
言
八
句
-
-
首

三
言
四
句
-
-
首

②
　
送
卒
業
生

四
句
　
(
字
数
が
そ
ろ
わ
ず
)
-
6
首

八
句
　
(
字
数
が
そ
ろ
わ
ず
)
-
3
首

そ
の
他
-
7
首
　
　
　
日
本
語
の
み
-
1
2
首

※
　
「
日
本
語
の
み
」
と
は
、
現
代
日
本
語
で
詩
を
作
る
こ
と
は

で
き
た
が
'
そ
れ
を
漢
文
に
直
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
も

の
で
あ
る
。

H
処
理
の
方
法

生
徒
の
全
員
の
作
品
を
組
別
に
無
記
名
で
プ
リ
ン
ト
し
'
本
人
の

作
品
だ
け
を
添
削
し
た
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
本
人
に
返
し
た
。

m
分
析
生
徒
の
作
品
の
中
か
ら
、
初
め
に
、
語
順
そ
の
他
の
間
違
い
の
な

か
っ
た
作
品
を
挙
げ
る
。
(
書
き
下
し
文
は
'
生
徒
の
付
け
た
訓
点

に
し
た
が
っ
て
、
こ
ち
ら
で
付
け
た
。
)

戟≡三
r
n
*
-

祝
　
卒

年
　
間

年
　
間

達
　
今

旅共共業

立苦笑生

春
の
光
　
降
り
注
ぎ
来
る

今
　
自
分
の
志
に
向
か
ふ

君
　
私
の
事
を
忘
る
こ
と

勿
れ

我
　
卒
業
生
を
祝
ふ

三
年
間
　
共
に
笑
ひ

三
年
間
　
共
に
苦
し
む

君
達
　
今
　
旅
立
つ

③
我欲我祝

卒
-先幾先業

生輩度輩送
先

不校見卒輩

忘牽き女業

先
輩
の
卒
業
を
祝
ふ

我
　
幾
度
も
汝
を
見
る

先
輩
の
校
章
を
欲
す

我
は
1
生
忘
れ
ず
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戟≡不戟
送
卒
業
生

祝
　
君

年
　
間

忘
　
玄

願
　
君

旅思速卒

立出也業

我
　
君
の
卒
業
を
祝
ふ

三
年
間
は
速
や
か
な
り

亥
の
思
ひ
出
を
忘
れ
ず

我
　
君
の
旅
立
ち
を
願
ふ

(
漢
文
)

①
　
送
卒
業
生

山
　
白
　
雪
　
溶
　
始

(
書
き
下
し
文
)

山
の
白
い
雪
　
溶
け
始
め

⑤
　
春
巻
　
別
　
離
　
季
　
節

春
の
別
離
の
季
節



春
　
出
　
会
　
季
　
節

春
　
花
　
咲
　
季
　
節

春
　
島
　
崎
　
季
　
節

春
は
出
会
の
季
節

春
は
花
咲
-
季
節

春
は
烏
暗
-
季
節

時町処春

経春処陽

過草間心

若木畔地

光探鳥好

春
の
陽
の
心
地
好
さ
に

処
処
　
時
鳥
を
聞
-

町
　
春
に
し
て
草
木
深
し

時
の
経
過
は
　
光
の
若
し

⑦
　
祝
卒
業

松
永
朝
雨
氾
退
芳

校
舎
青
青
桜
色
新

勧
君
更
尽
一
杯
酒

南
出
校
門
無
故
人

松
永
の
朝
雨
　
退
芳
を
治
し

校
舎
青
青
と
し
て
桜
色
新
た
な
り

君
に
勧
む
　
更
に
尽
-
せ
一
杯
の
酒

南
の
か
た
　
校
門
を
出
づ
れ
ば

故
人
無
か
ら
ん

以
上
は
、
語
順
な
ど
に
間
違
い
の
無
い
作
品
例
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
の
作
品
も
、
1
句
の
構
成
「
○
○
I
O
O
O
」
や
、
1
首
の
構
成

「
起
承
転
結
」
な
ど
は
、
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
へ
⑥
・

⑦
な
ど
は
'
す
で
に
学
習
し
た
漢
詩
の
模
倣
で
'
語
句
を
入
れ
替
え

た
だ
け
の
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
れ
な
り
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で
、

よ
し
と
し
た
。

次
に
生
徒
の
作
品
の
誤
り
を
'
川
語
順
、
㈱
返
り
点
・
送
り
仮
名
へ

糊
そ
の
他
　
に
分
け
て
へ
間
違
い
や
す
い
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

思
う
。
(
　
)
内
は
生
徒
の
付
け
た
訓
点
に
し
た
が
っ
て
そ
の
ま
ま
容

き
下
し
た
も
の
。
そ
の
後
に
挙
げ
た
の
は
間
違
い
の
部
分
を
訂
正
し

た
も
の
。

川
　
語
順
の
誤
り

I
t
　
主
語
+
述
語

①
　
小
　
川
　
耐
　
水
　
　
(
小
川
　
水
は
流
れ
)

▼

　

　

　

　

-

1

-

t

-

'

-

^

②
　
賦
~
~
一
頭
　
畢
~
東
-
-
生
(
卒
業
生
は
旅
立
つ
)

・
,
'
≠
…
~
つ
叫

③
　
空
　
暗
　
副
　
寄
　
春
(
空
晴
れ
て
雲
の
流
る
る
春
)

・
・
　
　
　
　
雲
.
i
.
.
.

④
　
春
　
風
　
矧
　
螺
-
.
孤
(
春
風
に
桜
花
舞
ふ
)

1

　

　

　

m

　

花

　

矧

⑤
　
矧
　
事
　
仲
"
問
"
m
(
仲
間
達
が
居
る
事
を
)

1
仲
~
`
画
~
~
球
　
団
　
事

2
'
述
語
+
目
的
語
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②　　①
∫ ∫

事

(
卒
業
生
を
送
る
)

(
楽
し
-
思
う
事
を
常
に
楽
し
み
)



③
　
過
　
去

]- ;I.i:-. I

前　　卒過l誤

:~∴ 二∴∴

卒

(
過
去
の
誤
り
を
気
に
せ
ず
)

(
歯
を
磨
け
　
卒
業
生
)

(
二
年
前
　
我
を
迎
え
)

(
卒
業
を
心
か
ら
祝
う
)

(
自
分
の
夢
を
叶
え
る
)

(参　　①
J

季伝!卒

述
語
+
補
語

業
　
人
　
々

m
　
　
　
卒
業
す
る
人
々
に
伝
え
ん
)

夢

⑤　　④

校

旅
　
立
　
(
松
永
高
校
を
旅
立
つ
)

1

旅

　

立

松

⑨
　
此
　
桜

1
見
‥
上

木

永
　
高
　
校

見
。
上
　
　
(
此
の
桜
の
木
を
見
上
げ
)

此

⑳
　
此
　
高
　
校

桜
　
木

華
.
-
巣
　
　
(
此
の
高
校
を
卒
業
す
る
も
)

ョ　　ゥ

!㍉∴:-
J J

向未

剰来

;: !・蝣・];  i.'l N: ir; ・ト:i''=;  l　_ .'--I ㍗

蝣f-¥<¥　　、　I.-こ　　.1 (・、 * I、

立君l逢;　　　立　　張　　頃々

(
季
節
　
春
に
変
わ
る
頃
)

(
未
来
に
向
て
頑
張
れ
)

(
君
幸
せ
に
向
か
い
旅
立
つ
)

(
学
校
に
行
-
人
)

(
桜
の
散
る
頃
　
君
と
逢
い
)

(
未
来
に
向
か
っ
て
旅
立
と
う
)

31

1

卒

　

業

⑪
　
剣
-
-
矧今

⑳　　⑫

逮君

(
今
迄
の
礼
意
を
表
す
)

(
我
　
君
達
の
後
を
継
ぐ
)

矧
(
三
年
間
の
勉
先
を
終
え
)

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
(
①
～
⑨
は
連
体
修
飾
、
⑩
～
⑮

は
連
用
修
飾
。
)

剰
　
時
　
刻
-
麟
　
　
(
楽
し
き
時
　
失
敗
し
た
時
も
)

叫
1
-
吋
　
;
:
 
・

強

ゥ　　ゥ

戟

々
　
時
　
人

入

不
　
探

矧nn.芋

君側時学

(
我
々
が
入
学
し
た
時
)

(
我
は
優
し
き
語
を
探
せ
ず
)



⑦　　⑥　　⑤　　④
J J J

我表今l剰事;　卒

継矧今1迄l事:剰　業

.{:...I.i'E

・
-
　
　
　
-
　
　
,
-
J

要
.
刺
　
等

y

-

j

　

蝣

"

蝣

表
　
蝣
K
-
忠

・
・
・
!
　
拭
　
i
-
.
1&

′

　

-

I

.

.

:

蝣

'

⑫　　⑪　　⑩　　⑨　　⑧
J J J J

先毎l適元l遊i為朝終三

業l三

為年

終
　
勉
　
強

輩　別学気l元

適校避気

間
　
勉
　
強

"S・"""師

・・撃..:;-

汝
　
我

⑮　　⑭　　⑬
∫ ∫ J J

一一矧楽　　君

歩歩楽!思今l迎;

!]':'楽　事　k・>川こ

思楽;卒卒生

R
【
校訓
つ
到

・

"

・

-

　

　

s

'

(
卒
業
は
新
た
な
る
出
発
)

(
楽
し
き
事
　
悲
し
き
事
な
ど
)

(
今
ま
で
の
礼
意
を
表
す
)

(
我
　
君
た
ち
の
後
を
継
ぐ
)

(
三
年
間
の
勉
強
を
終
え
)

(
卒
業
の
季
節
と
為
る
)

(
元
気
に
遊
ぶ
　
汝
と
我
)

(
毎
日
　
学
校
に
通
い
)

(
先
輩
は
弥
生
に
卒
業
す
)

5

①
　
老

l

②
　
二

=
2

趣
S
3
S
i

麺
　
巳
.
a
.
勿

?　:.... ・].

度
　
吋
‥
会
　
剰

剰
　
H
　
会

い
蝣
-
 
-
.
-
J
　
蝣
-
　
　
川

-
*
-
d
　
-
y
.
　
C
-
-
-
'
-
　
r
-
1

④
　
顧
~
~
弧
　
可

1
可
　
萄
~
痕

⑤
　
今
　
避
　
可
　
新
　
道

-
・
.
J
T
.
進
.

⑥
　
貴
　
方
　
事

l
⑧　　⑦
1

日為l自

転進;進;

車　自　末

易l止;未来無l知;

止:易l来為l矧無】

(
老
麺
の
み
食
す
る
勿
れ
)

(
二
度
と
回
り
会
ふ
こ
と

莫
-
と
も
)

(
喜
怒
哀
楽
　
有
り
)

(
頑
張
る
べ
し
)

(
今
か
ら
新
し
い
道
を
進
む
べ
し
)

(
貴
方
の
事
は
知
ら
無
い
が
)

(
自
ら
の
未
来
に
進
む
為
に
)

(
自
転
車
　
止
め
易
し
)

82

・if V;・;l l.

大

(
君
　
今
　
卒
業
を
迎
え
)

(
楽
し
-
思
う
事
を
常
に
楽
し
み
)

(
一
歩
を
大
切
に
歩
く
)

切
　
返
り
点
・
送
り
仮
名

「
送
り
仮
名
」
　
に
つ
い
て
は
へ

歴
史
的
か
な
づ
か
い
の
間
違
い
が

見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
'
古
文
学
習
と
も
関
連
さ
せ
て
習
得
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
返
り
点
」
に
つ
い
て
は
、
「
レ
点
」
「
一
・

二
点
」
の
使
い
方
が
理
解
で
き
て
い
な
い
た
め
の
誤
り
で
、
具
体
的



に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

1
'
「
レ
点
」
を
使
う
べ
き
と
こ
ろ
な
の
に
「
1
　
二
言
州
」
を
使
う
。

①
　
空
　
暗
　
鳥
　
歌
1
楽
二
　
(
空
晴
れ
て
　
鳥
　
楽
し
そ
う

に
歌
ふ
)

㈲
　
そ
の
他

1
 
e
　
熟
語
の
構
造
を
理
解
し
て
い
な
い
。

(Dゥ

感花

謝君

言共

Il- 1J一

意草

(
花
と
君
　
共
に
去
っ
て
行
-
)

(
感
謝
の
意
を
込
め
て
言
う
)

①
　
立
レ
旅
(
旅
立
つ
)

③
　
立
レ
飛
(
飛
び
立
つ
)

⑤
　
行
レ
去
(
去
り
行
-
)

⑦
　
続
レ
歩
(
歩
み
続
け
る
)

⑨
　
送
レ
見
(
見
送
る
)

ョゥゥゥ

続去行発
レ′　　　レ′　　　し′　　レ′

飛
　
(
飛
び
発
つ
)

過
　
(
過
ぎ
行
-
)

過
　
(
過
ぎ
去
る
)

振
(
振
り
続
け
る
)

⑦⑥⑤④③②①
す

君我今　日　時為読　ベ
レ　レ　レ　レ　レ　て

「
レ
点
」

卒
　
業

自
　
分

楽
　
時
レ

今
　
変
レ

込
一
視
レ
卒

勿
レ
忘
レ

(3) @ (♪

祝君我

二
言
…
」
　
の

言
一
君

姿
　
消
1

卒
　
業
二

だ
け
で
片
付
け
る
。

証
　
書
　
(
卒
業
証
書
を
読
む
)

学
レ
之
　
(
自
分
の
為
に
之
を
学
ぶ
)

失
　
敗
　
(
楽
し
い
時
　
失
敗
し
た
時
も
)

方
　
向
　
(
今
よ
り
方
向
を
変
ず
)

杯
　
思
　
(
今
一
杯
の
思
い
を
込
め
て
)

業
　
　
　
(
今
卒
業
を
祝
う
)

私
　
事
　
(
君
私
の
事
を
忘
れ
る
勿
れ
)

「
こ
と
「
二
」
を
逆
に
す
る
。

別
二
　
　
(
我
　
君
へ
別
れ
を
言
ふ
)

学
　
校
二
　
(
君
の
姿
は
学
校
か
ら
消
え
)

(
卒
業
を
祝
す
)

こ
れ
ら
の
誤
り
は
い
ず
れ
も
熟
語
を
1
W
m
と
し
て
ま
と
め
て
扱
う

こ
と
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。

2
'
漢
字
の
使
い
方
の
誤
り

①
　
租
レ
別
　
(
別
れ
が
在
る
)

「
在
る
」
は
「
有
る
」
の
誤
り
。

②
　
瑚
　
三
　
年
　
間
　
剖
　
　
　
(
矧
叫
三
年
間
笥
)

「
即
に
」
は
「
速
や
か
に
」
の
'
「
立
つ
」
は
「
経
つ
」

の
1
1
:
3
リ
.

③
　
近
　
日
　
向
二
卒
　
業
　
式
1
　
(
近
日
　
卒
業
式
を
面
可
)

「
向
へ
」
は
「
迎
へ
」
の
誤
り
。

④
　
春
　
来
　
劇
　
思
　
出
　
　
(
春
が
来
る
度
　
思
い
出
す
)

「
春
来
劇
」
は
「
矧
春
来
」
と
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

　

　

1
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【
4
】
今
後
の
課
題

「
卒
業
生
を
送
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
別
れ
に
詠
ん
だ
漢
詩
を

鑑
賞
し
た
と
こ
ろ
で
へ
　
卒
業
式
を
前
に
し
た
三
学
期
へ
一
学
年
上
の

先
輩
に
お
別
れ
の
気
持
ち
を
込
め
た
漢
詩
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

こ
ち
ら
が
決
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
先
輩
へ
の
様
々
な
思
い
が
あ
る
だ
ろ

う
と
想
像
し
た
か
ら
だ
。
多
-
の
生
徒
は
、
予
想
ど
お
り
「
私
、
○

○
さ
ん
の
こ
と
を
書
こ
う
。
」
「
え
ー
。
じ
ゃ
あ
私
は
×
×
さ
ん
!
」

と
'
友
達
同
士
で
わ
い
わ
い
言
い
な
が
ら
'
漢
和
辞
典
で
漢
字
を
探

し
た
り
、
教
師
に
日
本
語
で
書
い
た
詩
を
見
せ
て
、
「
こ
れ
を
漢
文
に

し
た
ら
ど
う
な
る
の
?
」
と
聞
き
に
き
た
り
し
て
、
楽
し
そ
う
に

や
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
中
に
は
、
「
三
年
生
と
は
何
の
付
き
合
い
も
な
い
し
'
こ

れ
と
い
っ
て
送
る
こ
と
ば
も
な
い
。
何
を
苦
い
た
ら
い
い
の
か
。
」
と

言
っ
て
-
る
生
徒
も
い
た
の
で
、
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
へ
別
に
卒
業
生
に
限

ら
な
く
て
も
い
い
か
ら
'
「
別
れ
』
　
と
か
、
『
旅
立
ち
』
　
と
か
い
う

テ
ー
マ
で
書
い
て
み
た
ら
。
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
'
「
ペ
ッ
ト
と
の
死

別
」
を
テ
ー
マ
に
詩
を
作
っ
て
い
た
。
テ
ー
マ
は
も
う
少
し
幅
を
持

た
せ
る
か
'
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
選
ば
せ
る
よ
う
に
し
て

も
よ
か
っ
た
と
思
う
。

ま
た
、
生
徒
の
中
に
は
「
漢
文
な
ん
か
絶
対
に
作
れ
な
い
」
と
い
う

者
も
い
た
の
で
、
「
そ
れ
な
ら
ま
ず
、
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
日
本

語
に
し
て
み
て
。
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
漢
文
に
改
め
る
こ
と

な
ど
出
来
な
い
よ
う
な
、
独
特
の
詩
を
書
い
て
き
て
、
こ
ち
ら
と
し

て
も
、
そ
れ
を
漢
文
に
す
る
こ
と
な
ど
要
求
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
へ
提

出
さ
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
も
'
も
っ
と
工
夫

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
今
回
は
ま
ず
日
本
語
で
漢
詩
を
作
り
、

そ
れ
を
漢
詩
に
と
い
う
流
れ
で
進
め
た
が
、
漢
文
訓
読
の
き
ま
り
を

復
習
L
へ
漢
詩
の
き
ま
り
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、
日
本
語
で
詩
を

作
ら
ず
に
直
接
に
漢
詩
を
作
ら
せ
る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
授
業
で
、
生
徒
は
自
分
の
思
い
を
表
現
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
充
分
に
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
だ
、
分
析
に
も
挙

げ
た
よ
う
に
'
漢
文
の
基
本
的
な
問
題
が
大
変
に
多
か
っ
た
。
そ
こ

で
漢
文
入
門
の
時
期
に
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
学
習
さ
せ
て
い

-
と
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
'
返
り
点
に
し
た
が
っ
て
読
む
練
習
、
読
む
順
番
に
返
り
点
を
付

け
る
練
習
を
'
繰
り
返
し
何
度
も
す
る
。
そ
れ
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
「
漢
文
の
基
本
構
造
」
を
学
習
し
て
'
書
き
下
し
文
を

漢
文
に
直
す
練
習
も
す
る
。

二
'
「
漢
文
の
基
本
構
造
」
を
学
習
す
る
時
に
は
、
主
語
・
述
語
・

目
的
語
・
補
語
・
修
飾
語
が
'
そ
れ
ぞ
れ
何
で
あ
る
か
、
ど
う

い
う
働
き
を
持
っ
て
い
る
も
の
な
の
か
、
に
つ
い
て
、
生
徒
の

理
解
を
確
認
し
た
上
で
学
習
す
る
。

三
'
漢
字
の
使
い
方
の
誤
り
を
な
-
す
た
め
に
、
例
え
ば
「
有
」
と

「
在
」
　
の
意
味
の
違
い
な
ど
を
平
素
、
授
業
の
中
で
ど
ち
ら
か

の
漢
字
が
出
て
き
た
時
に
'
こ
ま
め
に
取
り
上
げ
て
説
明
す
る
。

一
に
つ
い
て
は
へ
具
体
的
に
次
の
よ
う
な
練
習
問
題
が
考
え
ら
れ

m
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t
a
n
問
屯
)

【
1
】
次
の
口
に
、
返
り
点
に
し
た
が
っ
て
抗
む
項
香
を
付
け
む
さ
い
'

⑦　㊨　①

r
j
・
□
L
T
 
L
1
.
i
L
J
C
」
.
「
　
　
　
　
　
蝣
"
i
 
i
,
r
±
蝣
_
u
.
.
r

U
L
ロ
ニ
ロ
ロ
・
D
"
　
　
　
　
G
,
u
,
r
.
i
l
」
二
~
j
い
　
,
-
L
I
.
二
日
.
U
-
「
7
1
D
f

口
,
ロ
ニ
ロ
ロ
ー
ロ
詛
c
r
　
　
⑧
　
□
　
一
口
n
.
ロ
レ
ロ
ロ
如

<
資
料
-
>

漢
文
の
基
本
構
造

L
g
L
-
I
j
J
M
-
3
'
M
こ
r
l
ロ
ー
ー
1
n
J
B
り
B
S
Z
H
ノ
絹
E
3
3
H
U
L
n
l

【
2
】
次
の
口
の
中
の
玩
む
用
布
を
二
ボ
す
欺
字
に
し
た
が
っ
て
、
返
り
点
を
付
け
む
さ
い
'

①
　
E
j
皿
E
g
。
　
　
　
　
　
怒
　
皿
b
 
a
翌
&
r
　
　
　
*
i
 
R
正
田
園
a
-

㊨
　
a
-
田
S
 
B
団
。
　
　
⑤
　
田
B
S
i
f
f
　
　
　
⑥
　
匠
E
j
囚
s
 
m
田
。

L
3
】
次
の
洪
文
を
返
り
点
・
送
り
仮
名
に
し
た
が
っ
て
故
み
な
さ
い
'

①
一
　
葉
　
話
'

l

タ

　

'

　

ル

i
'
　
検
J
　
サ
ー
ー
'
.
1

1
1
-
r
r
 
L
　
　
.
　
　
　
　
・
4

<
b
 
i
l
 
B
,
E

s
H
S
B
^
n
向

知
こ
天
　
下
　
秋
↓

1

成
　
陽
]
　
者
へ
　
王
.
之
。

聴
二
楚
歌
l
　
時
加

配
]
　
而
　
食
レ
之
。
持
し
　
狐
。

②
　
有
レ
朋
t

L
f
*
　
)
c
,
≠
.
I

⑥
　
兼
i
I
罪

い
ハ
'
　
し

蝣

a

　

蝪

'

'

I

-

'

し

天
　
帝
へ
　
使
_
我
　
長
一
]
百
　
獣
?
今
'
子
　
愈
レ
我
'

【
4
】
次
の
藻
文
に
退
り
点
・
送
り
仮
名
を
付
け
む
さ
い
・

a

　

<

y

こ

天　m.典　楓1・自1

蝣ft lyサ芯・岬L・ l立

命.ぎ;'き毒舌　方

・也官拭こ典　　来,
Ol

」 .・1竺

叶
6
日
目
唱

a

i

s

ご

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

l

^

l

g

.

-

c

l

q
淵

∵
n
m
'
i

h
u
H
-
c
a

D
骨
胤
且

a
r
a
a
〕
F
I
E
^
g
a
"
T
'
E
l
i
J
^

l
 
l
 
t
L
]

8
　
子
T
 
P
.
ォ
・

D
千
丁
は
X
S
C
U
つ
い
て
)
*
f
c
E
L
L
.
.

n
I
主
H
+
E
S
+
I
軒
)
+
輔
は

;
Q
a
n
^
y
o
-
p

★
　
U
摺
　
蝣
w
?
i

v

^

L

ォ

・

*

m

m

j

m

・

蝣

て

)

～

.

1
M
u
E
K
I
E
K
B
i

7
　
主
t
+
述
■
　
　
イ
　
S
B
+
D
D
E
,
由

^
.
I
T
i
!
㌫
r
^
H
i
H
i
T
J
E
ぷ
m
コ

Z
K
3
3
ご
l
a
s
C
T
C
a
B
T
M
^
a
a
T
s
T
f
凹
M
^
e
a
S
n
ロ
ム
:

①
荘
子
行
.
.
於
山
中
;

①
葉
公
開
.
1
孔
子
於
子
路
;

①
仁
人
心
也
。

閃
蘭
鼠
眉
R
j
E
f
f
a
i

l

ォ

i

'

1

U

.

①
項
梁
敢
-
1
籍
兵
法
,
 
。

7
　
ま
t
+
ま
F
L
　
　
イ
　
ま
書
+
連
w
+
m
s
n
　
　
ウ
　
主
J
H
+
K
B
+
S
H
I

エ
　
ま
I
H
+
」
B
+
t
m
J
t
t
+
*
H
　
　
オ
　
支
う
+
ぜ
'
ォ
+
ォ
ォ
+
ロ
g
P
i
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T以下子羊月名

*k m不fn T■

常小麦以　持実

人
t

蝣

^

m

:

'

,

m

-

*

青
　
草
　
人
'

弱
　
於
　
水
e

A
 
t
.
"

印
　
*
l
 
V
'

g
J
T
T
S
白
C
J
S
H

r
・
i
r
v
.
t
,
印
た
▼
'
)

(
苧
環
を
告
け
て
、
狗
肉
を
売
る
'
)

(
君
子
は
す
を
以
て
人
を
革
け
す
t
　
)

(
天
下
水
よ
り
柔
弱
な
,
O
は
美
L
e
　
)

3
日
L
s
M
s
l
g
M
矧
由
国
謂
u
a
u
ロ
i
s
s
a

右
　
下
　
耳
　
i
k
　
<
i
 
m
w

<
v
z
^
>

国
語
Ⅱ
b
学
習
プ
リ
ン
ト

漢
詩
-
人
を
送
る
詩

仙
　
道
　
元
　
二
　
使
　
安
　
西

草
畢
二
′
便
つ
安
西
一
-

(
天
下
に
常
に
勝
つ
の
立
有
り
、
常
に
居
た
ざ
る
の
道
有
り
・

【
S
】
六
C
ォ
ォ
ォ
i
ォ
f
に
丘
し
な
さ
い
・

、
&
・
ォ
*
-
*
蝣
/
で
・
云
:

牀
>
サ
<
m
<
は
J
q
L
J
r
L
蝣
'
I
L
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